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時代・飛鳥
あ す か

時代～大陸から学んだ国づくり～ 演習チェック 1 2025/09/06改訂

古墳
こ ふ ん

時代 下の年表の事件やできごとがおこった年を答えなさい。

西暦 事件・ことがら 西暦 事件・ことがら

飛鳥

(1) 聖徳
しょうとく

太子
た い し

が推
すい

古天皇
こてんのう

の摂政
せっしょう

になる

摂 政
せっしょう

の仕事はご苦労さん、太子
たいし

に 感 謝
かんしゃ

の推古
すいこ

さん

(6) 中大兄
なかのおおえの

皇子
お う じ

が蘇我
そ が

氏
し

を滅
ほろ

ぼす

大化(大火
たいか

)で蘇我
そ が

を蒸
む

して殺
ころ

した皇子
お う じ

かな

(2)
冠位
か ん い

十二階
じゅうにかい

12 階､ 位
くらい

はくれても禄
ろく

無
な

しさ
(7)

改新
かいしん

の 詔
みことのり

・班田
はんでん

収授
しゅうじゅ

の法
ほう

・公地
こ う ち

公民制
こうみんせい

班田
はんでん

は､虫がよすぎて無
む

理
り

なのよ

(3) 憲法
けんぽう

十七条

役人
やくにん

は太子に群
む

れよと十七条
(8) 中

なかの

大兄
おおえの

皇子
お う じ

が負けた白村江
ハクソンコウ

の戦い

唐
とう

と新羅
シルラ

に勝とうとは､とてもとても無理
む り

無理
む り

さ

(4)
第 1回遣隋使

けん ずいし

の小野
お の の

妹子
い も こ

を隋
ずい

に送る

隋
ずい

の王、無礼
ぶ れ い

な太子
た い し

と妹子
い も こ

に怒
おこ

る
(9)

壬申
じんしん

の乱
らん

がおこる

人心
じんしん

(壬申
じんしん

)思う、身内
み う ち

争い無理
む り

なのに

(5) 第 1回遣唐使
けんとうし

犬上
いぬがみ

御田
み た

鍬
すき

を唐に送る

荒海
あらうみ

に、殺
ころ

されかけての遣唐使
けんとうし (10) 藤原

ふじわら

京
きょう

(奈良県明日
あ す

香
か

村)
藤原
ふじわら

で、南を向
む

くよ持統
じ と う

さん

                                            大山
だいせん

古墳
こ ふ ん

世界遺産の大山
だいせん

(大仙)古墳
こ ふ ん

は大阪府の(11)市にあり、5世紀ごろの大王
おおきみ

の(12)天皇を祭
まつ

ったものと

いわれ、その独特
どくとく

の形を(13…漢字 5字)といいます。ほかでは、神戸
こ う べ

市の(14)古墳
こ ふ ん

や埼玉県の(15)古墳
こ ふ ん

、奈良県斑鳩
いかるが

の藤
ふじ

の木
き

古墳
こ ふ ん

などが

あります。古墳
こ ふ ん

は、つくらせた人物が強大な(16)をもっていたことを

示すためのもののようです。左は(17…漢字で)とよばれる素焼
す や

きの土器
ど き

で、この土器
ど き

は(18…場所)に置かれていました。

414年、高句麗
コ グ リ ョ

の好太王
こうたいおう

(広開土王
こうかいどおう

)が倭
わ

軍を撃退
げきたい

したことが、中国の歴史書の(19)

から分かっています。(20…朝鮮半島の国名)と手を結んだ倭
わ

軍が、高句麗
コ グ リ ョ

や新羅
シ ル ラ

と

戦ったのです。ここから、大和
や ま と

政権
せいけん

が朝鮮のすぐれた(21)や鉄などの資源を手に

入れたかったことが分かります。

大和
や ま と

政権
せいけん

の豪族
ごうぞく

たちは(22…漢字 1字)とよばれる集団
しゅうだん

をつくり、大
おお

王
きみ

がその家柄
いえがら

に

応
おう

じて、財政
ざいせい

を担当する(23…漢字 1字)や軍事
ぐ ん じ

を担当
たんとう

する(24…漢字 1字)などの姓
かばね

を

与
あた

えて、中央や地方の政治に参加させていました。このような大
おお

王
きみ

を中心とした豪族
ごうぞく

たちによる政治のしくみを

(25…漢字で？制度
せ い ど

)といいます。

478年、倭
わ

の五王
ご お う

の一人の(26…人名。漢字 1 字)が、中国の南朝
なんちょう

に加羅
か ら

の支配
し は い

権を認めてもらおう

と、たびたび使いを送っています。

王の一人である(26)が中国の皇帝
こうてい

に送った手紙・・・わたしの祖先
そ せ ん

は、よろいやかぶとを身に

つけ、休むまもなく山を歩き川を渡りました。東の方は 55 か国、西の方は 66 か国、北の方

は海を渡って 95か国を従
したが

えました。こうして、私の国は広がりました。
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埼玉県の(15)古墳
こ ふ ん

から出土
しゅつど

した鉄剣
てつけん

に記
しる

されたワカタケル大王
おおきみ

が(26)と考えられています。また、熊本県の江田
え た

船山
ふなやま

古墳
こ ふ ん

から出土
しゅつど

した鉄剣
てつけん

にも同じようにワカタケル大王
おおきみ

の名が記
しる

されていることから、この時代の大和
や ま と

政権
せいけん

の

勢力は、(27…？～？地方)までのびていたことが分かります。

漢字を使う仕事は、日本にため池や用水路
よう すいろ

などをつくる土木
ど ぼ く

工事やすえ器

などを伝えた(28…朝鮮から渡ってきた人々のこと)が行なっていました。

すえ器とは、丘の斜面
しゃめん

を利用した(29…？かま)を用いてつくった土器
ど き

のことです。鉄製
てつせい

の農具や武
ぶ

器
き

も使われる

ようになっています。この後の飛鳥
あ す か

文化を調べると、写真Ａの広隆寺
こうりゅうじ

の仏像
ぶつぞう

と写真Ｂの朝鮮
ちょうせん

でつくられた仏像
ぶつぞう

がよく似
に

ていることから、    Ａ       Ｂ

(28)らによって、当時の日本と朝鮮との交流
こうりゅう

がさかんだったことが

分かります。

513年、朝鮮
ちょうせん

半島では、(30…国名)が、日本が支配していた(31…国名)を

滅
ほろ

ぼしています。

飛鳥
あ す か

時代

百済
ペクチェ

から(32…宗教)が伝来
でんらい

しています。このとき、(32)を取り入れようとした(33…漢字で)氏と、それまでの日本

古来
こ ら い

の神をうやまおうとした物部
もののべ

氏との間で戦いがおきています。戦いに勝ったのは多くの渡来人
とら いじん

を従
したが

え、

聖徳
しょうとく

太子
た い し

を助けた(33)氏です。戦いの勝利を四天王
して んのう

に祈願
き が ん

した聖徳
しょうとく

太子
た い し

は、勝利のお礼として大阪市天王寺
てん のうじ

区

に(34…？寺)を建
た

て、(33)氏は日本最古
さ い こ

の寺の(35…？寺。飛鳥寺
あすかでら

)を

建
た

てています。さらに、聖徳
しょうとく

太子
た い し

は現存
げんぞん

する木造
もくぞう

建築では世界最古
さ い こ

の(36？寺)を建
た

てています。右はこの寺におさめられている(37…仏像

名)で、飛鳥
あ す か

文化の代表
だいひょう

作品で、これが日本で最初の仏教文化です。

592年に推
すい

古
こ

天皇が即位
そ く い

し、聖徳
しょうとく

太子
た い し

が(38…役職)になっています。天皇
てんのう

が幼
おさな

いときや女性のときに天皇
てんのう

に代わ

って政治を行なう役職
やくしょく

のことです。聖徳
しょうとく

太子
た い し

は天皇
てんのう

と親戚
しんせき

関係にあった(39…人名)の協力を得
え

て、天皇
てんのう

を中心と

した政治のしくみを定
さだ

めます。①聖徳太子
しょうとくたいし

が冠位
か ん い

十二階
じゅうにかい

を定
さだ

めます。冠位
か ん い

十二階
じゅうにかい

で 2 番目に高い位を表す色は

(40)色でした。②聖徳太子
しょうとくたいし

が憲法
けんぽう

十七条を定
さだ

めます。現在の憲法とは異なり、太子
た い し

が豪族
ごうぞく

たちに対して朝廷
ちょうてい

の

(41)としての心がまえを示したものです。

一 和をとうとび、争うことのないようにしなさい。

二 三宝
さんぽう

をあつくうやまいなさい。

三 天皇の命令にはしたがいなさい。   『(42…書物名)』より一部抜粋
ばっすい

一の内容から、当時の豪族
ごうぞく

たちは(43)が多く、まとまりがなかったことが分かります。

三の内容からは、聖徳太子
しょうとくたいし

が天皇を中心とした(44…？国家)をめざしたことが分かります。
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聖徳太子
しょうとくたいし

が小野
お の の

妹子
い も こ

を(45…中国の王朝名)に送ります。

この手紙を読んだ中国の皇帝
こうてい

ははげしく怒
おこ

ったと中国の記録に残っています。日本から中国に貢物
みつぎもの

を持ってい

く今までの関係から、日本が(47…？な立場)で国交
こっこう

を開こうとしたからです。

(5…年)、第 1回遣唐使
けん とうし

の(48…人名)を唐に送っています。この人物は第 5回遣隋使
けん ずいし

もつとめています。

ちなみに、第 1回遣隋使
けん ずいし

と第 2回遣隋使
けん ずいし

が(49…人物名)です。

645 年、中大兄
なかのおおえの

皇子
お う じ

が後の藤原
ふじわら

氏の祖先
そ せ ん

である(50…人名)の力をかりて、蘇
そ

我
がの

蝦夷
え み し

・蘇
そ

我
がの

入鹿
い る か

の親子を滅
ほろ

ぼした

大化
た い か

の改新
かいしん

がおきました。646年には改新
かいしん

の 詔
みことのり

を出しています。

このような政治改革
かいかく

が行われたのは、蘇
そ

我
が

氏
し

の力が(54…？をしのぐ)までになったためと考えられています。

(8…年)、朝鮮
ちょうせん

半島の新羅
シ ル ラ

が唐
とう

と結んで、日本と友好
ゆうこう

関係にあった(55…外国名)を滅
ほろ

ぼし

ました。このとき、(55)から救いを求められた中大兄
なかのおおえの

皇子
お う じ

が兵を朝鮮
ちょうせん

に送りますが

唐
とう

と新羅
シ ル ラ

の連合軍に敗れてしまう白村江
ハクソンコウ

の戦いがありました。翌年、新羅
シ ル ラ

が攻
せ

めてくる

ことを恐
おそ

れた中大兄
なかのおおえの

皇子
お う じ

は、博多
は か た

湾の近くの大宰府
だ ざ い ふ

に土塁
ど る い

(石垣
いしがき

)や水
みず

城
き

をつくらせ、そこに

(56…漢字 2字)とよばれる兵士たちを配置
は い ち

しています。

668年、中大兄
なかのおおえの

皇子
お う じ

が都を滋賀県の(57…地名)に移して(58)天皇
てんのう

となりました。

(9…年)には、(58)天皇
てんのう

の子の大友
おおともの

皇子
お う じ

と、(58)天皇
てんのう

の弟の大海人
おお あまの

皇子
お う じ

との身内
み う ち

争いの壬申
じんしん

の乱
らん

がおきます。戦いに

勝って天皇
てんのう

の位
くらい

についた大海人
おお あまの

皇子
お う じ

は(59)天皇
てんのう

となり、改新
かいしん

の政治をさらに進めます。

(10…年)、(58)天皇
てんのう

の娘
むすめ

で天武
て ん む

天皇
てんのう

の妃
きさき

の(60)天皇
てんのう

が、奈良盆地にある明日
あ す

香
か

村に藤原
ふじわら

京
きょう

をつくります。

唐
とう

の都を手本に日本で初めて計画的につくられた大規模
だ い き ぼ

な都
みやこ

です。ここの飛鳥
あ す か

池
いけ

遺跡
い せ き

で、(59)天皇
てんのう

がつくらせた

と思われる日本で最初の貨幣
か へ い

の(61…漢字)が出土
しゅつど

しています。

7世紀後半から 8世紀始め(大化
た い か

の改新
かいしん

から平城
へいじょう

京
きょう

に都を移すまで)の唐
とう

の影響を受けた文化を(62)文化といいます。

奈良県(63)古墳
こ ふ ん

の壁画
へ き が

や、法
ほう

隆寺
りゅうじ

金堂
こんどう

の壁画
へ き が

、(64)東搭
とうとう

のなかにおさめられている薬師
や く し

三尊像
さんぞんぞう

などです。

       (63)古墳
こ ふ ん

の壁画
へ き が

    法
ほう

隆寺
りゅうじ

金堂
こんどう

    (64)東搭
とうとう

      薬師
や く し

三尊像
さんぞんぞう

  

聖徳太子
しょうとくたいし

が(45)の皇帝
こうてい

に送った手紙…日が出るところの天子
て ん し

が、日がしずむところの天子
て ん し

に手紙を差し上げま

す。ごきげんいかがでございますか。…(46…書物名)より

一 これまで天皇や豪族
ごうぞく

がもっていた土地や建物や人民を国家のものとする。…(51…？制)

二 全国を国・郡
ぐん

(評
こおり

)に分け、都
みやこ

の近くは畿内
き な い

とする。

三 戸籍
こ せ き

をつくり、それにもとづいて人々に(52…？田)をわりあてる。…(53…？法)

四 稲
いね

や布
ぬの

などを納める税の制度やさまざまな負担をきめる。


